
    

    

 

 

期末テストが終わり、１学期は残すところ 1ヵ月となりました。来週は３年生が待ちに

待った修学旅行があります。三重県ではコロナの感染拡大が収まりつつあるようですが、

３年生には旅行当日までに体調を万全に整えて参加してほしいと思います。 

 

生徒・保護者の皆さんへ  

続・情報ネットワーク時代に気をつけたいこと 
 
５月末に予定していたＰＴＡ主催の講演会「スマホ安全教室」は残念ながら中止となり

ましたが、７月には外部から講師を招き、生徒対象に講演会をする予定です。生徒たちに

はしっかり学んでほしいと思っています。 

さて、前回、総務省が発行している「インターネットトラブル事例集」から２つの事例

を紹介しましたが、その続編です。 

事例③ 心のよりどころだったＳＮＳ上の知人による誘い出し 

 

ストレスをネットにぶつけることで自分の気持ちをコントロールしたいと思う人は少な

くないと思います。しかし、そんな心理状態や判断の甘さを知って、近づく危険な大人が

いる事実もあり、誘拐事件や犯罪に巻き込まれることが起こっています。 

思春期である中学生の頃は、ネットの向こうにいるのが悪い人かもしれないことを知り

つつ、リスクよりもそのときの感情を優先しがちな時期です。ネットで知り合った人に

深入りしないよう「ここまで！」の限界を意識することが危険回避の第１歩です。 

特にＤＭ（ﾀﾞｲﾚｸﾄﾒｯｾｰｼﾞ）によるやり取りは、本人にしかわからないことから、犯罪

に巻き込まれるなどの被害が後をたちません。「被害にあう人が特殊なだけ、自分は大丈

夫」と油断しないことが重要です。 
【裏面もご覧ください。】 
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事例④ ＳＮＳ等での誹謗
ひ ぼ う

中傷
ちゅうしょう

による慰謝料
いしゃり ょう

請求 

 

 ＳＮＳ上で、悪意を感じる投稿を見かけることがあります。中には「正義感からやった

こと」と主張する人もいるようですが、“立場”や“事実かどうか”を問わず、人格を否

定または攻撃するような投稿は正義ではありません。 

 近ごろ、安易に再投稿したり、拡散する人が増えています。たくさんの悪口が集まれば、

集団攻撃となって人をひどく傷つけます。相手がどのような人であっても、単に再投稿し

ただけであっても、警察や裁判所などに訴えられ、責任を問われる可能性があります。

投稿・再投稿する前に必ず「自分が言われたらどう思うか」を考えましょう。 
 
                                           

三重国体“応援のぼり旗”完成 

 今年９・１０月、４６年ぶりに三重県で「三重とこわか国体」が開

催されます。四日市市でもいくつかの競技が行われますが、全国から

訪れる選手たちを温かくお迎えするため、各中学校が手作り“応援の

ぼり旗”を制作し、各競技会場に展示する取り組みが行われています。 

本校では美術部の生徒たちが１４本の各都道府県の“応援のぼり

旗”を制作し、先日完成。たいへん上手にできたので、国体事務局に

渡す前に校舎内に展示しました。 

また、各小中学校の児童生徒が国体の

応援に参加することになっており、本校

は「トランポリン」の応援に決まりまし

た。人数制限があり、２年生だけの参加と

なりますが、９月６日（月）に四日市市総

合体育館へ応援に行きます。 


